
平成 29 年度 山形県立山形東高等学校アメリカ研修報告書 

 

◆現地第 7 日目：12 月 15 日（金） 

 

いよいよ語学学校（FLS）でのプログラムは最終日となりました。不安と寒さのなか、本当にたどり着くのだろうかと、なか

なか来ないバスを待ち、地下鉄の乗換えに右往左往しながらスタートした初日。たった5 日前ではありますが、自信を持って

闊歩する彼らの現在の様子を見ると、そして初日何とかたどり着いたときに見せた子どもたちらしい安堵の表情を思い返すと、

かなり前のことのように感じられます。英語運用面での自信と成長以上に、危機回避のための当事者意識（誰かまかせで

あった自分を知る）、仲間との協調（互いにリーダーの意識を持って）、など、精神面での成長があったことを期待します。 

 

さて、昨日のミーティングにおいてそれぞれに研修の意義やこれまでの自分、そして53 名全体の研修など、いろいろなこと

を考える機会になったこと、本日の日記を読んで強く感じることができました。時間管理がおろそか（意識の甘さ）であったこ

と、提出や連絡忘れなど最低限の “約束” すら守れていないこと、いずれもあたり前のことであるはずですが、これについて

指摘されることへの情けなさ、話し合わなければならいないことがどれほど無駄（時間の）であったか、しかし残念だが自分た

ちの現状であること、多くの日記に言及されていました。 

しかし、日記のほとんどは当然ですが上記の“反省”で終わるものではありませんでした。5 分前行動徹底、提出物の期限

厳守、もちろんそんな学びをする研修であるはずがありません。意識欠如、自分（及び他人）への甘えが原因であり、ひい

ては研修成功のために自分がどれほど本気であるのか、そこそこのチャレンジによる達成感で満足している自分がいたこと、あ

らためて自分の研修の目的が何であるかに立ち返ったコメントが多く綴られていました。『自己変革』、山形駅出発時に先生

方にいただいたことばがあらためて決意として力強く書き込まれた日記もありました。 

個々人が、自分自身の目標達成のために高いレベルでのチャレンジ、結果としての成功体験や意義ある失敗をしていくこ

と、つまり「自分を高める研修」、本研修の在り方であることは間違いないでしょう。しかし、一方で53 名全体の成功（成

長）、「皆の研修」であることまでを同時に考えなくてはならいなこと、その理解（つながり）の難しさにふれているコメントもあ

りました。「参加することができなかった生徒に対して何を持ち帰れるのか」、「帰国後の自分たちの役割は・・」にふれたコメン

トもありました。本研修へののめり込みが本気になればなるほど、また53 名のなかでの温度差（行動、意識差）が出てくる

ほどに、答えを出すには難しいものとなるのでしょう。明日の班別自主研修においても、自分と相手、チーム全員の研修、こ

れについて考える機会になるはずですし、班の中で話をしてくれることを期待します。 

これまでの日記では、ふれられることのなかった、綴られることのなかった上記テーマについて、しっかり考える機会になったこ

と、もっと早ければとの思いもありますが、その意味ではいい転機になることを期待します。 

 

最後の英語クラスを終えた生徒たち、実質４日間のみであったことはあまりに短く、消化不良、不満足もあったはずです。

しかし、本日の英語クラス内にて他国生と話をしている様子、休み時間の過ごし方には、明らかにこれまでとは異なり、無駄

にできない、最後の時間をギリギリまで・・といった思いのようなものが感じられました。一方では、いままでの数日間、踏み出

せなかったこと、あるいはその一歩が遅かったことに対して、なぜもっと早くチャレンジしなかったのか・・との後悔を口にする生徒

もおりました。しかしながら、その後の修了証授与式、他国生や語学学校スタッフらとの昼食を兼ねた最後の交流（懇談）

では、皆いい表情で楽しんでおりました。 

懇談終了後、我々からのなげかけに間髪入れずに力強く手を挙げてくれた４名（若林くん、橋本さん、武田くん、安達さ

ん）が、英語での感謝のスピーチを力強く、それぞれに堂々と行ってくれました。内容の素晴らしさは言うまでもないですが、

彼らの“行動”こそが、アツい気持ち、研修への思いを伝える、感じるものでした。 

 



明日土曜日は、家族宅でそれぞれに過ごすこととなります。家族とともに外出する生徒、自宅でのんびり、近所の家庭と

パーティなど、過ごし方は様々です。日曜日朝、再び全員の元気な顔が見られること、楽しみにしたいと思います。 

 

以上、七日目の報告とさせていただきます。 

 

＜語学学校 ロビーでの風景＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜代表生徒スピーチ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜語学学校スタッフとの記念写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


